
広報つがる 2008.6月号広報つがる 2008.6月号 67

ニュースニュースNewsNews

　4月21日、イオンモールつがる柏店でつがる市防
犯協会（福島弘芳会長）とつがる警察署（中川光博
署長）主催による「春の安全・安心まちづくり旬間決
起大会」が行われ、署員、防犯団体、木造高校と柏中
学校のＪUMＰチームら約80人が参加しました。
　大会では、福島防犯協会長と中川署長が挨拶し、
手嶋成信防犯指導隊長が「防犯関係団体が連携し、
凶悪犯罪を阻止する活動を推進します」と決意表明
をしました。
　大会終了後には、駐車場から青色回転灯装着車が
市内のパトロールに出発し、店内では少年補導協力
員やJUMPチームらがチラシや自転車盗難防止のツ
ーロック用ワイヤー錠を買い物客に配布しました。

市民一丸となって住みよい地域にしよう

野菜作りで交流の和を広げる

　4月29日、つがる地球村で「2008つがる市おや
こウォークin地球村」が開催され、市内外から親
子連れやウォークキング愛好者など約700人が参
加し、自然を満喫しながら世代間交流を楽しみま
した。
　今回で５回目となるおやこウォークは、スポーツ
振興と健康増進を目的に開催され、参加者は3㌔、
6㌔、10㌔、15㌔のコースに分かれてスタートし、
自分のペースで完歩を目指し心地よい汗を流し
ていました。
　また、会場内ではバルーンショー、ウェルカムラ
イブやお楽しみ抽選会等も行われ、参加者は楽し
い1日を過ごしていました。

自然を満喫し心地よい汗を流す

凶悪犯罪の阻止について決意表明する手嶋防犯指導隊長

　5月15日、家庭菜園チャレンジ実行委員会（会長西
谷須磨子）主催による「家庭菜園チャレンジ」が行わ
れ、野菜作りを通じて地域住民が交流を深めました。
　車力町屏風山地区の畑で行われた野菜作りには
市内から約20人が参加し、JAつがるにしきた富萢支
店の工藤隆史営農指導員の指導により、一人ひとり
に区分けされた0.5ｱｰﾙの畑に、各自で種植え用の穴
の開いたビニールを敷きその上に土をかぶせてとう
もろこしや枝豆の種、じゃがいもの種芋を植えてい
ました。
　作物の管理は収穫までの毎月1回は指導員による
育成指導を行いますが、水まきや草取り等は参加者
の自主管理にしており、収穫の喜びを待ち望むこと
にしています。

とうもろこしや枝豆の種を植える参加者

自然を満喫しながら楽しそうにコースを歩く親子連れ

　5月25日、牛潟地区で五穀豊穣・交通安全を祈
る津軽地方の伝統行事「虫おくり」が行われまし
た。
　同地区の虫おくりは、後継者不足等で途絶えて
いましたが、20年ほど前に地域住民の熱意により
復活して以来、住民、学校、ＰＴＡが共同で開催し
ています。
　牛潟小学校児童や保護者らが参加して行われ
た虫おくりは、２体の竜頭の虫を先頭に児童たち
が若殿や姫に扮し、ピンクや赤の法被(はっぴ)と
襦袢(じゅばん)を身にまとって「サンサンサンソ
ーレ！」と独特の掛け声を響かせ、太刀振り舞を披
露しながら、町内を練り歩きました。

「虫おくり」を継承する牛潟小児童

若殿や姫に
扮した児童

　子どもの読書活動推進に優れた取り組みを行った
団体等に贈られる文部科学大臣表彰を「車力村読書
サークル」（代表北澤由美子）が受賞しました。
 車力村読書サークルは、平成９年に発足し、当時は
地元に育児サークルが無かったため、絵本を通じて
育児の情報交換ができればと思い、立ち上げました。
　主な活動としては、「子どもたちに本と夢を」を合
い言葉に手作りの紙芝居を作って市内外の保育所、
小学校を訪問し、子どもたちに読み聞かせをしてい
ます。
　北澤代表は「私たちが本から学んだ恩恵を子ども
たちに伝え、本との橋渡しを続けていくだけです」と
述べていました。
　サークルでは会員も募集していますので絵本に興味の
ある方は、お気軽に連絡ください。電話（56－3716）

子どもの読書活動推進で
　　　　　文部科学大臣表彰

会員と受賞を喜ぶ北澤さん（中央）

　5月20日、松の館で「つがる市長寿大学」の開講式が行
われ、学生99人中71人が出席しました。
　開講式では、各地区の代表者に学生証が交付され、学生
を代表して小山内兼一運営委員長が「大学で学習したこと
を地域活動に生かすため今年もがんばりましょう」と述べ
ました。開講式終了後には、「家庭で役立つ救急処置法」と
いうテーマで消防職員による講話が行われました。今年度
は、11月14日まで計7回の学習を予定しています。

　５月22日、稲垣交流センターで今年度で最後の「稲垣寿
大学」の開講式が行われ、学生・聴講生236人中190人が出
席しました。開講式では学生を代表して小田桐勇運営委員
長が「昭和54年からの開講以来、29年間続いた歴史に幕を
閉じるのは残念です。これまで培ってきた向学心を忘れず、
楽しい生涯を過ごしましょう」と述べました。
　今年度は10月16日まで計8回の学習を予定しています。
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起大会」が行われ、署員、防犯団体、木造高校と柏中
学校のＪUMＰチームら約80人が参加しました。
　大会では、福島防犯協会長と中川署長が挨拶し、
手嶋成信防犯指導隊長が「防犯関係団体が連携し、
凶悪犯罪を阻止する活動を推進します」と決意表明
をしました。
　大会終了後には、駐車場から青色回転灯装着車が
市内のパトロールに出発し、店内では少年補導協力
員やJUMPチームらがチラシや自転車盗難防止のツ
ーロック用ワイヤー錠を買い物客に配布しました。

市民一丸となって住みよい地域にしよう

野菜作りで交流の和を広げる

　4月29日、つがる地球村で「2008つがる市おや
こウォークin地球村」が開催され、市内外から親
子連れやウォークキング愛好者など約700人が参
加し、自然を満喫しながら世代間交流を楽しみま
した。
　今回で５回目となるおやこウォークは、スポーツ
振興と健康増進を目的に開催され、参加者は3㌔、
6㌔、10㌔、15㌔のコースに分かれてスタートし、
自分のペースで完歩を目指し心地よい汗を流し
ていました。
　また、会場内ではバルーンショー、ウェルカムラ
イブやお楽しみ抽選会等も行われ、参加者は楽し
い1日を過ごしていました。

自然を満喫し心地よい汗を流す

凶悪犯罪の阻止について決意表明する手嶋防犯指導隊長

　5月15日、家庭菜園チャレンジ実行委員会（会長西
谷須磨子）主催による「家庭菜園チャレンジ」が行わ
れ、野菜作りを通じて地域住民が交流を深めました。
　車力町屏風山地区の畑で行われた野菜作りには
市内から約20人が参加し、JAつがるにしきた富萢支
店の工藤隆史営農指導員の指導により、一人ひとり
に区分けされた0.5ｱｰﾙの畑に、各自で種植え用の穴
の開いたビニールを敷きその上に土をかぶせてとう
もろこしや枝豆の種、じゃがいもの種芋を植えてい
ました。
　作物の管理は収穫までの毎月1回は指導員による
育成指導を行いますが、水まきや草取り等は参加者
の自主管理にしており、収穫の喜びを待ち望むこと
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自然を満喫しながら楽しそうにコースを歩く親子連れ

　5月25日、牛潟地区で五穀豊穣・交通安全を祈
る津軽地方の伝統行事「虫おくり」が行われまし
た。
　同地区の虫おくりは、後継者不足等で途絶えて
いましたが、20年ほど前に地域住民の熱意により
復活して以来、住民、学校、ＰＴＡが共同で開催し
ています。
　牛潟小学校児童や保護者らが参加して行われ
た虫おくりは、２体の竜頭の虫を先頭に児童たち
が若殿や姫に扮し、ピンクや赤の法被(はっぴ)と
襦袢(じゅばん)を身にまとって「サンサンサンソ
ーレ！」と独特の掛け声を響かせ、太刀振り舞を披
露しながら、町内を練り歩きました。
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長が「昭和54年からの開講以来、29年間続いた歴史に幕を
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